






今年も琵琶湖に暑い夏がやってきた！
第39回鳥人間コンテスト2016　報告：山本 貢

今回で39回目となった鳥人間大会
が、去る 7 月30日と31日の 2 日間開催
された。その模様をレポートしたい。

まずは滑空機部門。
今年初頭より、滑空機部門のパイ

ロットとしての練習のため、足しげく
ハンググライダーの練習に通っていた
東京理科大の倉上氏。B 級を取得し、
山飛びまでに至るほど練習した成果が
出て、203mとまずまずの飛距離。彼
の今後の活動に期待したい！

昨年、信じられないようなミスで優
勝を逃した、みたかもばら下横田チー
ム。昨年のミスを教訓にし、今年はミ
スを絶対に犯さぬようにフライトをま
とめ上げ、再び王座を奪還した。

個人的には、みたかもばら下横田の
最大のライバルとなりえたであろうア
クティブギャルズの参加がなかったこ
とが惜しまれる。

続いてタイムトライアル部門。
この部門は500m先のパイロンを旋

回し、再び戻ってくるまでのタイムを
競う部門であり、パイロン旋回時の技
術が要となる。

6 機の参加のうち、その半分の 3 機
が見事にパイロンを折り返してゴール
まで戻ってくることができた。

この種目で今回優勝した名古屋大学

の機体は、実はとてもユニークなアイ
デアが使われていた。11m2という人
力飛行機としては型破りといえる小さ
な翼面積に加え、外翼、内翼に独立し
た 2 段のエルロン、更に、フラップま
で搭載されるという野心作だ。

今までのタイムトライアル部門で
は、そのタイムを縮めるために、機体
に多く採用されていた技術は翼端全動
型のエルロンであった。これは翼端が
全体にエルロンとなって動き、旋回を
今までよりスムーズに行えていたが、
反面大きなアドバースヨーが出るとい
う欠点もまだまだあった。

優勝した名古屋大学の機体は、翼の
後縁に独立した二つのエルロンを持っ
ており、これは上記のアドバースヨー
をうまく抑え、スムーズな旋回が行え
る可能性を秘めたものである。加えて
フラップまで装備されており、正直、
フラップを下しての飛行は、よりパワー
が必要とされるものの、旋回半径を小
さくしてくれるというタイムトライア
ル部門としては有利な可能性もある。

今回の名古屋大学の飛行は、優勝は
したものの歴代記録ではまだ 3 位であ
る。しかし、上記の機構はまだまだ進
化する可能性も大きいため、今後この
チームが歴代記録を更新する可能性も
高いといえるであろう。

最後に人力機ディスタンス部門。
この部門では、最後は強豪といわれ

る日大理工と、その最大のライバルと
いえる東北大学ウインドノーツとの戦
いとなったが、風の条件がより良かっ
た日大理工が優勝。

一番最後のフライトとなり、残念な
がら強風という大きくハンディーのある
条件で飛ぶことになったウインドノーツ

は、向かい風でほとんど進まないという
状況に陥り、日大の記録にわずかに及
ばぬ結果となってしまった。しかし、実
質的な飛距離でいうならば、今回はウ
インドノーツに軍配が上がるであろう。

今回は他にも注目すべきチームが現
れた。BIRDMAN HOUSE 伊賀とい
う社会人チームだ。

チームといっても主として動いてい
るのは設計者兼パイロットの渡邊氏だ
けである。彼が作り上げた機体は、審
査員らを驚嘆させた。各部品が非常に
きれいに作られており、部品によって
は表面処理まで施された完璧な出来栄
えであった。それもそのはず、彼は有
名な某工作機器メーカーの社員だった
のである。そのため、最先端の工作機
器がふんだんに使えたため、今まで作
ることができなかった完璧な人力飛行
機を作ることができたのである。

彼はもともと東大の人力機チームに所
属して鳥人間の活動をしていたが、社
会人になって以降様々な理由で鳥人間
大会に出場できずにいた。今回の機体
は、そんな実力ある渡邊氏の力の集大
成のものといって良いであろう。記録も、
日大、東北大に次ぐ第 3 位であり、正直、
更に鍛え上げられた筋肉を持つ者がパ
イロットを勤めれば、優勝することもそ
れほど難しいことではないと思える。

毎回この鳥人間大会に関わらせてい
ただいて感じるのであるが、とにかく
皆さんスゴイ！！

生活のすべてを鳥人間に捧げ、ひた
むきに活動しているその姿には、正直
頭が下がる。鳥人間はテレビの番組に
過ぎないが、それに没頭した若者の中
から、既に宇宙飛行士が 2 名も輩出さ
れている。

その他にも、世の中で第一線の技術
者として活躍する者も多くいる。大げ
さでなく、私はこの鳥人間で頑張った
若者たちが、将来、日本の産業界を支
える人材に成長していくと思う。

つまり、琵琶湖に集まった若者たち
は、みな「金のたまご」なのではない
かと思う。そんな「金のたまご」がよ
り多く育つように、この鳥人間大会も
末永く続いてほしい。革新的な機構を持つ名古屋大学の機体。実にユニーク。 東京芝浦大学。このチームを題材とした映画が来年公開。

東京理科大学の倉上氏。ハングの上達が早かった！
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学 連 ニ ュ ー ス
今回は二つの大会を報告します。

尾神岳Paraglider Student Cup 2016
今年の尾神岳PGSCは 8 月23日（火）

から 8 月25日（木）の 3 日間で開催され、
弘前大、秋田大、山形大、東北芸術工
科大、日本大、明治大、山口大の 7 大
学から計17名の選手が参加（Expert
クラス 5 名、1stクラス 6 名、2ndクラ
ス 6 名）。尾神岳PGSCはA級生から出
場できるので、パラグライダーを始め
たばかりの 1 年生もエントリーしてく
れました。

Expertクラスはクロスカントリー、
1stクラスはデュレーション、2ndクラ
スは飛行距離を競うL/D競争。大会前
は台風の影響が心配されましたが、
2ndクラスは全日程で競技成立。1stク
ラスとExpertクラスは 2 日目と 3 日
目は競技が成立しました。

大会 1 日目は北西の風で時折雨もぱ
らつく天気でしたが2ndクラスの選手
は天気を見ながら各選手 3 本ずつ飛
行。 1 日目の最長飛行距離は169m。

この夜は恒例の交流会が行われ、豪
華な焼肉を食べおいしいお酒を飲みな
がら、大学間を超えた深い交流ができ
ました。

2 日目は朝から晴れ気温も高く選手
には体力的に厳しい条件。2ndクラス
は、風向きが不安定で待ちの時間が多
かったのですが、各選手 3 本ずつ飛ぶ
ことができました。この日の最高飛行
距離は177.6m。1stクラスは選手 5 人
が15分以上飛び競技成立。14時頃から
多くの選手が上げることができるよう
になり、最長飛行時間は 1 時間36分31

秒にも達しました。Expertクラスは
1 人の選手だけがタスクを全て回るこ
とができました。

最終日も朝から晴れ気温は 3 日間の
うち最高に。2ndクラスは 9 時半から
飛び始めて 3 本ずつ飛び、最長飛行距
離は165.3m。1stクラスは13時頃から
気象条件が良くなり選手はうまく上げ
ることができていました。最長飛行時
間 は 1 時 間49分46秒。Expertク ラ ス
は 2 人の選手がタスクを全て回ること
ができました。

GPSのトラブルで閉会式が遅れまし
たが、それ以外は大きなトラブルもな
く、全選手が安全フライトを意識して
競技を行ったこともあり、一人のけが
人も出すことなく大会を終えることが
できました。
Expert class
1 位　福丸　貴大（山口大学）
2 位　仲田　未優（明治大学）
3 位　松本　健吾（明治大学）
1st class
1 位　石塚　亮太（明治大学）
2 位　山本　岳史（明治大学）
3 位　若杉　厚志（山形大学）
2nd class
1 位　村山　祐見（弘前大学）
2 位　川名　正人（日本大学）
3 位　首藤　祐樹（山形大学）

［報告：山本寛都］

全日本ハンググライダー学生選手権
in足尾

8 月29日〜 9 月 1 日の 4 日間、全日
本ハンググライダー学生選手権が足尾
で開催されました。全国から40人ほど
の学生ハングフライヤーが集合。初参
加の東北大、九州大、九州工業大も加
わり、大変賑やかな大会になりました。

開催前は台風10号がUターン、開催
時期に最接近する予報で、初日、 2 日
目はやむなく競技中止。選手の皆様に
は 3 日目に改めて集まっていただき、
残る 2 日間に望みをかけました。

いざ集まってもらった 3 日目は強風
で競技中止を決定。来年度は天候に
よっては板敷山の使用もできるような
柔軟な運営が望まれると感じました。

4 日目は風がそれほど強くなく、
2ndクラスはデュレーション、1stクラ
スはサーキットとデュレーション、

Expertクラスはターンポイントレー
スにて競技を行うことができました。
Expertクラス
1 位　菊池　裕貴（鳥取大学）
2 位　深沢　拓人（東京大学）
3 位　遠近　崇裕（東京大学）
1stクラス
1 位　高木　方勝（九州工業大学）
2 位　池田　豊和（九州大学）
3 位　田中このみ（立教大学）
2ndクラス
1 位　鳥居　　仰（立命館大学）
2 位　中島　　翼（九州大学）
3 位　小泉　彩奈（立教大学）

結果を見ると、九州勢が良い成績を
残していることが分かります。今後の
活躍に期待ですね！

天候に恵まれず一日のみの競技とな
り、スタ沈、山沈をしてしまう選手も
出てしまい、全員が無傷で競技を終え
ることは残念ながらできませんでし
た。しかし、全国からのフライヤーが
足尾で競技できたのは本当に幸せなこ
とです。選手の皆さん、スクールや協
賛いただいた企業の方々、スタッフ、
大会成立のために尽力してくださった
すべての方々に感謝を申し上げます。
そして、ぜひ来年もこの全日本ハング
グライダー学生選手権をよろしくお願
いします。私たちも来年度の安全かつ
円滑な大会運営に向けて力を注いでい
きたいと思います。

［報告：石田 渉］

競技飛行や交流を通じて得るものが多かった選手たち。 1日のみの競技だったが選手は貴重な時間を共有できた。

美しい風景を眼下に、厳しい暑さのなかテイクオフ。
茨城県足尾エリアに学生ハングフライヤーが集合。
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JHFからのお知らせ

■補助動力副読本を頒布しています
「JHFパラグライディング教本副読本

［動力付きパラグライダー（補助動力技
能証／MPG技能証課程）］を頒布中。

動力を使用したパラグライディング
の練習のポイントと最低限の基礎知識
を載せており、パラグライディング教
本とともに繰り返し読んで、安全で楽
しいフライト活動の助けにしていただ
くものです。初心者の方はもちろん、
すでに技能証をお持ちの方も、ぜひお
読みください。
価格・申込方法：
頒布価格1,000円（送料別）。JHF登録
スクールまたはJHF事務局にご注文く
ださい。注文書はJHFウェブサイト「書
籍情報」からダウンロードできます。

■PG教本基礎技術DVDを頒布中です
基礎技術DVD「JHFパラグライディ

ング教本基礎技術」、続いて第 2 弾「テ
イクオフとランディング」を頒布して
います。
「JHFパラグライディング教本基礎技

術」には、JHF教本のA・B級からク
ロスカントリーまで各課程を修了する
ために求められる基本的なフライト技
術について、ベテラン教員による模範
演技を収録しています。実際の飛行で
の操作を、複数の方向から近接撮影し

平成34年にアナログ式簡易無線機
の運用が終了することに備えて、
JHFではハンググライダーやパラグ
ライダーのフライト中に使用する無
線機として「簡易無線登録局」対応
のデジタル無線機の使用を推奨して
います。

上空利用 5 チャンネルを搭載、デ
ジタル方式の音声なので、混信もす
くなくクリヤーで聞き取りやすくなっ
ています。これまでSTANDARD製
のVX-291SとVXD450Sの 2 機種のみ
でしたが、最近、軽量小型のICOM
製IC-DPR30が加わりました。選択
の幅が広がりましたので、この機に
無線機の買替えを検討されてはいか
がでしょうか。JHF賛助会員（JHF

たものが 2 画面で表示され、各操作で
の動きをはっきりと見ることができ、
判りやすく表現されています。

第 2 弾は、フライトの基本中の基本
であるテイクオフとランディングを収
録しており、フロントライズアップの
基本から場周アプローチによるラン
ディングまで、各操作のポイントをつ
かみやすい内容です。
価格・申込方法：
頒布価格それぞれ 1 枚1,500円（送料
込）で、お申し込み10枚毎に 2 枚追加
してお送りします。入手ご希望の方は、
最寄りのスクールでご購入いただく
か、JHFウェブサイトにて注文書をダ
ウンロードのうえお手続きください。

■JHF備品を貸し出しています
JHFでは備品の貸し出しをしていま

す。ご希望の方は「JHFウェブサイト」
→「JHFのご案内」→「無線機その他
備品貸出」より貸出依頼書をダウン
ロードし、必要事項を記入・入力して、
FAXかメールでお申し込みください。

■住所を変更したらお知らせください
住所を変更された方は、お手数です

が、下記項目をメール、FAX、郵便
などでJHF事務局にご連絡ください。

フライヤー会員No.／お名前／変更
後のご住所／連絡先電話番号／メール
アドレス

■お問い合わせはJHF事務局へ
公益社団法人日本ハング・パラグライ
ディング連盟
〒114-0015 東京都北区中里1-1-1-301
TEL.03-5834-2889 FAX.03-5834-2089
E-mail : info@jhf.hangpara.or.jp
http://jhf.hangpara.or.jp/
＊‌�このJHFレポートには補助動力委員

会からのアンケート、賛助会員から
のお知らせを同封しています。また、
神奈川県在住の方には、県連盟から
のお知らせも同封しています。

被災地復興
応援プロジェクト
「空はひとつ」

東日本大震災被災地への義援金を引
き続き募っています。なお、 7 月20日
〜 8 月末日に寄せられた義援金は熊本
地震被災地向けとし、45,000円を熊本
県フライヤー連盟に託しました。
◇義援金振込先
三菱東京UFJ銀行（銀行コード0005）
巣鴨支店（店番号770）
口座番号　普通　0017991
口座名義　公益社団法人日本ハング・
パラグライディング連盟

ウェブサイトにバナーを掲載）から
も購入することができます。

なお、JHFではSTANDARD製デ
ジタル無線機を14台保有し、登録会
員に貸し出しをしています。ご希望
の方は上記の「JHF備品を貸し出し
ています」に沿ってお申し込みくだ
さい。

すでにデジタル無線機をお持ちの
方は、無線機の登録手続きを済ませ
利用料を納めているか、ご確認くだ
さい。登録をしないまま無線機を運
用すると、不法無線局として処罰の
対象になります（ 1 年以下の懲役ま
たは100万円以下の罰金）。うっかり
忘れていたということのないようお
願いします。

上空利用可能デジタル無線機使用のお薦め

久米島フライトは許可が必要に
久米島の航空自衛隊基地に新し

いレーダーが設置されたことで、
パラグライダー、モーターパラグ
ライダーで久米島で飛ぶときには
事前に那覇航空局に申請し国交省
から許可を得ることが必要となり
ました。ビジターが久米島で飛ぶ
場合は事前に申請し許可を得ない
と航空法違反となります。フライ
トの前には、那覇空港情報管制管

（TEL：098-859-5132） に 確 認 し
てください。ご不明な場合は下記
へご連絡ください。
ブルーフィールド久米島
TEL：090-5922-5283
E-mail：
info@bluefield-kumejima.com
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